
 

 

 

授業科目名 芸術への対話 単位数 ２ 

担当教員名 安久津 太一 担当形態 単独 

実務内容 

（実務家教員の場合） 

ヴァイオリニストとして１０年間米国に在住し、その間ニューワー

ルド交響楽団での首席奏者としての演奏やハーレムでの音楽教育の

実践に取り組んだ。 

「学位授与の方針」との関係 

共感理解教育の理念を認識し、実践すること。芸術への対話を通して「人を認める、人を排除

しない、仲間を作る」という星槎の３つの約束を実践し、共生社会の創造を目指す。 

授業の到達目標及びテーマ 

（１）「私」と芸術の日常の関わり合いを振り返り、再認識•再発見する。 

（２）芸術と社会の関わり合いを、客観的に、問題意識を持って検証する。 

（３）実際の音楽体験を通じて「芸術への対話」を体験的に学ぶ。 

授業の概要 

 コロンビア大学のマキシン•グリーン教授（教育哲学）は、芸術は「すべての人々が生活の

中で感じる素朴な疑問や純粋な発見、感動、自由な発想を試すことができる『リリカルな空

間』の様なもの」と述べている。このように芸術は、必ずしも崇高なものとして生活から隔離

されたり、難しく語られたりする存在ではない。そして芸術は、人々の生活に根ざした、社会

との関わり合いの中で受け継がれて育まれていく。 

 当科目は、多様な経験、背景を持つ受講生、さらに音楽家である講師がお互いに関わり合っ

て「芸術への対話」を探求する。人と芸術、そして社会との関わり合いを再考し、さらに体験

的学習を通じて「芸術への対話」を共に育む共生社会の構築を目指す。 

スクーリングでの学修内容 

（１）受講者それぞれが、自身の芸術との関わり合いを振り返り、再発見•再認識する。 

スクーリングではそれらの体験を、小グループでシェアする。 

（２）使用教科書や映画のトピックを題材として、芸術と社会の関わり合いが抱える問題点を

明らかにし、ディスカッションする。 

（３）音楽を通じて誰でもいつでも参加できる芸術の関わり合いを体験的に学習する。 

教科書 

生田 久美子（２００７）『「わざ」から知る（コレクション認知科学）』東京大学出版会 
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学生に対する評価 

スクーリング評価（２５％）、レポート評価（２５％）、科目修得試験（５０％）を総合して評

価する。 

 

 


